
今
回
、
北
区
役
所
が
両
者
に
声
を

か
け
て
初
め
て
コ
ラ
ボ
が
実
現
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
新
琴
似
歌
舞
伎
や
篠

路
こ
ど
も
歌
舞
伎
の
記
録
映
像
放

映
、
当
時
の
衣
装
、
写
真
の
展
示
の

他
、
体
験
型
の
お
楽
し
み
も
。
歌
舞

伎
役
者
メ
イ
ク
や
ぬ
り
え
、
こ
ど
も

縁
日
、
け
ん
玉
や
お
手
玉
な
ど
の
む

か
し
遊
び
な
ど
、
親
子
で
楽
し
め
る

篠
路
歌
舞
伎
　
か
ぶ
き
フ
ェ
ス
タ
開
催

お
店
探
訪

G
O
G
O!

!

▲木田商店のロゴとイメージキャラクター
▲かぶきフェスタのステージ

▲新琴似は貴重なかつらや台本を展示

▲篠路のブース。写真展示

▲幅広い年齢層が集まりました

▼
住
所
：
篠
路
町
篠
路
3
4
0
︲
1

▼
電
話
：
7
7
1
︲
2
6
2
4

▼
HP
：「
木
田
商
店
」で
検
索

今
年
の
お
祭
り
も
大
盛
況
！

▲木田商店のおまつりの様子

▲子ライオンもやってきました！

9
月
21
・
22
日
、
第
19
回
木
田
商

店
ふ
れ
あ
い
感
謝
ま
つ
り
が
行
わ

れ
、
2
4
0
0
人
の
地
域
住
民
が
足

を
運
び
ま
し
た
。
ノ
ー
ス
サ
フ
ァ
リ

サ
ッ
ポ
ロ
か
ら
呼
ん
だ
ニ
シ
キ
ヘ
ビ
、

木
田
商
店
の
仕
事
は
お
米
の
精

米
・
販
売
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
販
売
・

点
検
、
灯
油
の
配
達
・
ホ
ー
ム
タ
ン

ク
清
掃
、
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど

多
岐
に
渡
り
ま
す
。
ま
た
、
暮
ら
し

に
役
立
つ
情
報
誌
や
ポ
イ
ン
ト
券
の

発
行
も
行
っ
て
い
ま
す
。「
親
切
・

丁
寧
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
行
っ
て
い
る

の
で
、
生
活
の
お
困
り
ご
と
が
あ
れ

ば
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

い
コ
ー
ナ
ー
、
出
店
、
ス
テ
ー
ジ
発

表
、
抽
選
会
な
ど
た
く
さ
ん
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
お
客
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。
町
内
会
単
位
や
商
店
街
で
も

な
く
、
一
企
業
で
こ
れ
だ
け
の
規
模

の
お
ま
つ
り
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は

異
例
。
木
田
正
之
社
長
は「
地
域
の

お
客
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
」
と
言

い
ま
す
。

マ
ル
キ
木
田
商
店

10
月
5
日（
土
）、
プ
ラ
ザ
新
琴
似

で
歌
舞
伎
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
札
幌
に
は
農
村
歌
舞
伎
が
2

つ
あ
り
、
今
年
、
札
幌
市
地
域
文
化

財
に
認
定
さ
れ
た
篠
路
歌
舞
伎
と
新

琴
似
歌
舞
伎
。
そ
れ
ぞ
れ
明
治
時
代

に
住
民
の
間
で
発
祥
し
、
1
0
0
年

以
上
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝

統
芸
能
で
す
。

新
琴
似
と
初
コ
ラ
ボ
！

イ
ベ
ン
ト
も
多
く
、
来
場
者
が
歌
舞

伎
を
見
て
、
聞
い
て
、
体
験
で
き
る

と
あ
り
、
当
日
は
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

篠
路
歌
舞
伎
保
存
会
の
大
髙
会
長

は「
若
い
世
代
や
多
く
の
人
に
北
区

が
誇
る
歌
舞
伎
の
存
在
を
知
ら
せ
た

い
。
今
後
も
広
く
P
R
を
行
っ
て

い
き
た
い
」
と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
12
日
は
恒
例
の
篠
路

文
化
祭
で
、
篠
路
中
央
保
育
園
児
に

よ
る
子
ど
も
歌
舞
伎「
勧
進
帳
」
が

演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
の
文
化
を

皆
で
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

興
産
社
の
子
孫
た
ち
は
そ
の
後
も

長
ら
く
篠
路
に
住
み
続
け
、
入
植
者

4
代
目
の
藤
原
節
子
連
長
が
中
心
と

な
っ
て「
し
の
じ
連
」
の
活
動
と
徳

島
と
札
幌
の
交
流
を
続
け
て
き
ま

し
た
。

現
在
は
中
学
生
か
ら
88
歳
ま
で

23
名
が
所
属
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

し
の
じ
連
が
結
成
26
年
目
に
し
て

篠
路
を
拠
点
に
活
動
す
る
阿
波
踊

り
の
団
体「
さ
っ
ぽ
ろ
し
の
じ
連
」

は
、
平
成
10
年
に
結
成
さ
れ
、
今
年

で
26
年
。
南
国
徳
島
の
阿
波
踊
り

が
篠
路
に
根
付
い
た
の
は
今
か
ら

1
4
0
年
以
上
前
で
、
徳
島
県
の
開

拓
会
社「
興
産
社
」
が
入
植
し
て
藍

栽
培
を
行
い
な
が
ら
、
日
々
の
厳
し

い
暮
ら
し
の
中
で
暮
ら
し
の
よ
り
所

衣
装
を
一
新
し
て
演
舞

さ
っ
ぽ
ろ
し
の
じ
連

初
め
て
衣
装
を
新
調
し
ま
し
た
。
男

性
は
紺
色
の
衣
装
か
ら
淡
い
水
色

に
、
女
性
は
上
が
水
色
、
下
が
濃
い

ピ
ン
ク
で
、
男
女
と
も
に
背
中
や
袖

に「
さ
っ
ぽ
ろ
し
の
じ
連
」
の
文
字

を
目
立
つ
よ
う
に
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
デ
ザ
イ
ン
に
あ
た
っ
て
は
何
度

も
話
し
合
い
を
重
ね
、
自
費
と
賛
助

会
員
の
協
賛
金
で
衣
装
を
徳
島
に
依

頼
し
て
作
り
上
げ
ま
し
た
。
10
月
の

篠
路
文
化
祭
な
ど
で
初
披
露
す
る
と
、

「
イ
メ
チ
ェ
ン
し
た
ね
」「
キ
レ
イ
な

衣
装
だ
ね
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

藤
原
節
子
さ
ん
、
智
史
さ
ん
ご
夫

妻
は「
札
幌
の
阿
波
踊
り
の
団
体
も

年
々
数
が
減
っ
て
今
は
3
団
体
し
か

な
い
。
篠
路
の
阿
波
踊
り
を
全
道
や

徳
島
に
伝
え
た
い
」
と
80
代
に
な
っ

て
な
お
懸
命
に
普
及
活
動
に
努
め
て

い
ま
す
。

▲藤原さんご夫妻。智史さんはセンター
を務めています

▲袖部分に文字が入れられています

獅
子
舞
の
獅
子
と
は
、
邪
気
を
払

う
魔
除
け
の
霊
獣
で
、
そ
の
獅
子
を

勇
ま
し
く
操
る
少
年
を「
獅
子
取
り
」

と
呼
び
ま
す
。
獅
子
取
り
は
6
年
に

1
度
し
か
選
任
さ
れ
ず
、
新
小
学
1

年
生
に
な
る
子
が
指
名
さ
れ
る
と
、

6
年
間
の
任
期
を
全
う
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
今
年
は
そ
の
獅
子
取

り
が
交
代
し
た
記
念
す
べ
き
年
。
篠

路
中
央
保
育
園
出
身
の
蒼
晴（
あ
お

6
年
ぶ
り
に
獅
子
取
り
が
交
代

▲4人の新獅子取りたち
▲蒼晴君と悠生君による

キョウブリの舞

▲先頭で太鼓を叩くのは96歳の
中西俊一さん

は
）
君
、
悠
生（
ゆ
う
せ
い
）
君
、
昇

汰（
し
ょ
う
た
）
君
、
煌
晟（
こ
う
せ

い
）君
の
4
名
で
す
。

獅
子
取
り
は
棒
を
回
し
な
が
ら
ダ

ン
ス
の
よ
う
な
足
さ
ば
き
で
獅
子
と

息
を
合
わ
せ
る
た
め
、
1
年
生
は
覚

え
る
の
が
大
変
で
す
が
、
今
年
の
1

年
生
た
ち
は
覚
え
が
早
く
て
大
人
た

ち
を
驚
か
せ
た
と
い
い
ま
す
。
お
母

さ
ん
た
ち
は「
こ
れ
ま
で
篠
路
獅
子

舞
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
こ
ん
な

責
任
重
大
な
こ
と
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。
や
る
か
ら
に
は
6
年
間
親
子
で

大
事
な
伝
統
芸
能
と
い
う
こ
と
を
自

覚
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

当
日
は
秋
晴
れ
の
中
、
4
人
の
1

年
生
の
初
奉
納
と
あ
り
、
多
く
の
観

客
が
温
か
く
見
守
り
応
援
し
ま
し
た
。

お
囃
子
は
教
育
大
生
ら
も
務
め
、
年

齢
層
も
若
返
り
、
篠
路
獅
子
舞
保
存

会
も
よ
り
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

篠
路
獅
子
舞
は
、
明
治
34
年
に
百

合
が
原
地
区
に
あ
っ
た「
烈
々
布
天

満
宮
」
に
奉
納
し
た
の
が
始
ま
り
で
、

1
2
4
年
間
奉
納
さ
れ
て
き
た
地

域
の
重
要
な
伝
統
行
事
。

篠
路
獅
子
舞

と
し
た
の
が
故
郷
の
阿
波

踊
り
で
し
た
。

▲新調した衣装で集合写真

サ
ル
、
フ

ク
ロ
ウ
な

ど
の
動
物

の
ふ
れ
あ

発

行

㈱道新中西販売所
北区篠路3条7丁目3-19

☎771-2229
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集
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	 TEL：090-9758-6537
	 Mail：5821@d4.dion.ne.jp
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70歳以上のお客様を対象に、販売所所員が電球交換などチョットしたお手伝いをします。
詳しくは販売所までお問合せください。「チョットお助けサービス」



販売店からのお知らせ
11月の新聞
休刊日は 11日（月）です

タクシーの
ご用命は 771-6000

◎乗務員大募集中!!

◎お得なシニア割引・
　スタンプカードも実施中♪

771-2631☎011-
アカツキ・タクシー無線センター

「地域見守り隊」
あんぜん・あんしんパトロール運動に

参加しています。

札幌市北区百合が原4丁目10番8号アカツキ交通株式会社

な な い ろ む せ ん

車いす介助ケア快適輸送♪

観光ハイヤー 商用貸切

二種免許の費用も当社で負担します。
状況に応じて日勤のみ、夜勤のみなどの相談もOK!

65際以上の方は年齢を確認できるものをご提示いただくと、ご乗車料金の 10%を割引します。
また、一般の方でもご乗車料金 500円ごとにスタンプ 1個、20個を貯めていただくと 500円
割引ができます。是非ご利用ください。

北消防署警防課篠路出張所 北区篠路２条4丁目7-20 ☎７７１－２５１０相談・お問い合わせ先

消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ

消防車や救急車は、「住所」または「正確な場所」が分かれば、内
容を聞く前に出動を開始しています。早く来てほしい時こそ、先に
「住所」を伝えましょう。

11月９日は119番の日です
あなたは緊急時に消防車、救急車を呼べますか？

～助けたい時こそ「住所」から～

外壁・屋根塗装専門 住まいを明るく！

暮らしを楽しく！

☎（011）772-3556
札幌塗装工業共同組合員／建設業許可 知事許可（般-30）石狩23176号

新築の輝きを取り戻す

お住まいの塗り替えそろそろ

WBアートSi認定施工店北海道札幌市北区篠路2条5丁目2番8号

（株）

しませんか？しませんか？

教
室
作
品
展
を
開
催

▲イヴくん（チワワ11ヵ月♂）

我
が
家
の
ペ
ッ
ト

我
が
家
の
ペ
ッ
ト
我
が
家
の
ペ
ッ
ト
を
掲
載
し
た
い

方
は
編
集
部
ま
で
。
ペ
ッ
ト
の
写

真
募
集
中
！ 

種
類
は
問
い
ま
せ
ん

遊ぶのが大好きで好奇心
旺盛な男の子。見た目が可
愛らしいのでアダムとイヴ
から女性の方の名前をつ
けました

▲奈良先生の作品。制作期間8 ヵ月の大作

▲色とりどりのランプ

▲生徒の力作が並んでいます

▲オルゴールや小物入れなどの販売コーナー

10
月
15
日
～
20
日
、
中
央
区
の
大

丸
藤
井
セ
ン
ト
ラ
ル
で「
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
工
房
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
」
の
教
室
作
品
展
が
開
か
れ
、

56
人
の
生
徒
に
よ
る
約
1
5
0
点

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
薄
明
り
の
会

場
に
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
た
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
が
ず
ら
り
と
並
び
、
幻
想
的
な

▼
住
所
：
篠
路
7
条
6
丁
目
4
︲
5

▼
電
話
：
7
7
5
︲
0
3
1
8	

▼
レ
ッ
ス
ン
日
：
火
・
木
・
土
の
い

ず
れ
か
選
択
（
午
前
10
時
～
午
後

3
時
）

▼
HP
：
教
室
名
で
検
索

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
工
房

グ
ラ
ス
ア
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

空
間
。
期
間
中
、
た
く
さ
ん
の
一
般

市
民
が
足
を
運
び
、
熱
心
に
作
品
を

眺
め
ま
し
た
。

同
教
室
は
篠
路
を
中
心
に
6
ヵ
所

で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
講
師
は
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
作
家
の
奈
良
憲
一
郎

さ
ん
と
、
妻
で
色
彩
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
奈
良
美
代
子
さ
ん
の
お
二

人
。「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
自
由
な

発
想
で
作
れ
る
の
が
魅
力
。
基
本
か

ら
様
々
な
技
法
を
仲
間
と
楽
し
く
学

べ
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

生
徒
た
ち
か
ら
も「
デ
ザ
イ
ン
か

ら
考
え
て
、
自
分
の
頭
の
中
の
イ

メ
ー
ジ
を
実
現
で
き
る
の
が
嬉
し

い
」「
手
先
を
動
か
す
の
で
高
齢
者

に
も
向
い
て
い
る
」「
女
性
は
キ
ラ

キ
ラ
し
た
も
の
が
好
き
だ
か
ら
わ
く

わ
く
す
る
」な
ど
の
感
想
が
。

自
分
で
制
作
を
楽
し
む
だ
け
で
な

く
、
時
に
は
販
売
し
た
り
、
北
一
硝

子
か
ら
受
注
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

そ
う
。
初
心
者
も
安
心
し
て
自
分
好

み
の
作
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
人
の
贅
沢
な
趣
味
、
あ
な
た
も
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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